
都市再生整備計画事後評価シート

チャオ周辺地区

平成23年3月

長野県中川村

様式2



様式2-1

都道府県名

交付期間

評価結果のまとめ

長野県

平成18年度~平成22年度

1)事業の実施状況

当初画に
位置づけ、
施した業

当初計画
から

削除した
事業

新たに追し
た案

交付期間
の更

基幹事業道路:中央清水、天の中川河川公園公園.天の中川河川公公営住宅整

提案事業地域創造支授事業片桐診療所改工事、子育て支擾施般整備事業

業

市町村名

事後評価実施時期

基幹事

提案事業

基幹事業

提案事業

当初

変更

指標

2)都市再生襲計画
に記載した目標を
定量化する指標
の達成状況

中川村

平成22年

公園:滝戸川公圖

地城創造支授事業:施設案内

指標1

指標2

片桐診療所利用者

平成相年度~22年度

3)その他の値指
(当初設定した数値
目標以外の指標)に
よる効果発現状況

4)定性的な効果
発現状況

指標3

若・村外流入者の定
世帯

住

天の中川河川公園
人/年

利用者数

子育て支援施設利用者:親子数/

地区名

交付対録事業費

指標4

集ヘの住民

板設事業

単位

指標5

人/年

指標 邑

評価値準年度単位 邑

片桐診療所利用者満足度:乳 190H171(賀)

,

利用者ヘのアンケート調査では、生活の利便性、賑わいの向上により、地城活性化ヘの効果があった、あるいは今後期待する.」との意見が多かっナニ。特に、子
用者から好評を得ている.また、診療所は、「交通や藁局、買い物等の利便性の向上により、従前より良くなった。」との声が多かっナ=.

実施状況実施内容
市生整計面に記載し、できこ

事業実施状況報告及ぴ指標に関するモニタリング(平成20年12月)都市再生整画に記載ほなかったが、実したモニタリング
市再生整計にし二が、できなかっ二

画に記し、実都市再生
天の中川河川公園ワーキンググ1レープを公募し、公園の全体計画及ぴ住民歩加 都市再生整計に記載はなかったが、実し宅
栽管理等について検討プロセス

都市再備にしたが、実できな力、つ二

市再生整計画に記載、できた
持的なまちづくり 地元住民による公園絶持理団休の設立 市再生整計画1、記戦ほな、つたが、した
体制の構築

市再生整備に記載しナ・が、実施できなかっ・

従前値
:基準年度

5)実施'程の評価

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標ヘの影

目標値
:目標年度

,戸川公園利用数

、

5,400

中央村営住宅

2,450

、数

.

業名

チャオ周辺地区

522百万円国費率

.

近隣住民や来訪者の憩いの空間として、小公園を整備する.

周辺施設等の内看板を設置し、利用者の利便性の向上を図
る.

600

人/年

削除ノ追加の理由

公園に関して今後も住民の協力を得ていくとともに、公共

参加プロセスの参事としていく.

0

370

0

Ⅸ胴

値

数
モニタリング

0

ヘの

H17

.

.

従前値

0

H20

値

.

,厘1.^今後も住民団体の協力を得ながら、公園の維持管理を行う.

フォローアップ
予定時期評価値

啄工D

H22

△4卯

面積

H22

目標
達成度

1除ノ追加による

目標値
'、自、一年一

H22

目標を定量化する指標、数値目標として、公園利用者数を追加
した.

各種施設利用者等の利便性の向上に繋がるが、各指標及び数
値目標は据えく.

効果発現要因1年以内の
達成見込み (総合所)

あり、剰侵性の向上により従前より利用は増加したが、
_.ι_.._..々のかかりっけ医が島るため新規の早急な

,

増加ぱ期待できない.む、ろ健増逢のからする 平成23年4月
と、庫敷の増加は決して望ましいことではない.今なU . 後、中核病院との連携・樋姐により診療所の役割
ξι

村外から若帯6世帯の転入があり涼入人口が増
あJ 加した. 平成23年4月
なし.

新たなイベントが開されるようになり、村外からも多邑

ι
くの人が訪れるようになっナニ.また子育て支擾施設と

"ー、ーの併用、圃略や天竃川堤防、賊利用したウォーキン平成23年4月
グ・サイウリング・散策などに、幅広く利用されている.'し.

邑

当初から子育て世帯の二ーズが畜かったことと、開設',
後利用者の評判も良く、他市町村からの利用毛多冒

平成23年4月かったため、目標を上回る実績があった.

開設から日が浅く知名塵が低いことから、現状の利用
ι、. 度は目根の9峠程度とされる.今後、公閏のPR

平成23年4月に潤いを与える縁地空間として.、、、、、、や地域住昆や来勧
よし活用を図る.

フォローアップ効果発現要因1年以内の
運成見込み 予定時期(総合所見)

アンケート鞘果では、施設の改善、交適・薬・買い物
等利便性の向上により、^以上の利用以前より
良くなっ九との評であり、利用の満足度は高いと
思われる.

て支施設は、子供同土の交流、子育ての報交換や相談の場として、承

今後の対応方等
,^
.^.肩必なものについては、継続的に数を把し評する.
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様式2-2 地区の概要

まちづくりの目標

【中川村のかな自然を享受できる定住環墳を整備し、村内外の若者・高齢者がともに集い・憩い・癒す空間を創出】
1 村営住宅を建設することにより、若者の村外流出を肪止し、また、高齢者にも対応したユニバーサルデザインと
することで、過化の防止及び高齢者生活環境の改善を図る.
国土交通省の築堤工事の影響を受けるふれあい広場及ぴ堤防工事によって生じる堤外地(水敷)を有効利用
する二とにより、村民及び周辺地城住民の數いの場の創出を図るとともに、周辺の魅力を増すことによって商業の
活性化を図る。
3 老朽化した診療の改築により、若者・高齢者を含めた村民が、健やかに暮らすことのできる住環墳整備を図る.

(片桐診療所、村営住宅)

チャオ周辺地区(畏野県中川村)都市再生整備計画の成果概要

目標を定量化する指標

片桐診療利用者数 単位:人/年

単位:心瑪コ若・村外流入者の定住

公園利用者数(天の中川河川公)単位:人ノ年

子育て支擾施設利用者

単位 人ノ年公圃利用者(滝戸川公園)

片桐診療所利用者満足度 人/年単位

js、

村営住宅
パークハウス滝戸」

(滝戸川公園)

S6商

まちの課題の変化

滝戸川公園

吠

戸

今後のまちづくり
の方策
(改善策を含む)

(村道中央清水線)

公園、診療所、子て支援施設、公営住宅、及び周辺路の整備により、生活の利便性が向上^若者から高齢者まで安心してやかに定住できる居住環
して地域の魅力が向上しナ=。今後、引きき若者定住促進のための公営住宅等の供給、公園利用促進のための施策や環墳整が課題である。

.整備された施設を有効に活用し、周辺施設と連携を図りながら、村内外から多くの人が訪れるにぎわいのあるまちづくりを進める.

.公のPRを行い利用促進を図るとともに、村内をはじめ村外団体等によるイベントを積極的に招致し、の活性化と交流人口の増加を図る。

.引き続き低廉で良な公営住宅等を供給し、若者の流出抑制や村外からの移住の促進を図る。

.診所にっいては、近隣の中核病院との携と機能分担を図り、身近な1次医療機関として地域医療の確保と利用促進を図る。また、行政と医
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